




















































1 中村彰夫「在清見聞録」『第一経大論集』第 9 巻第ト 2 合併号、第一経済大学経済研究会、 1979 年 9 月、 51 ～ 77 頁。
Z 同註、 51 頁。
3 九州医科専門学校。九州医学専門学校の誤りであろう。現在の久留米大学。
4 r続対支回顧録』下巻、 545 ～ 546 頁。
267 
正二『日誌第二』の 1891 （明治 24）年 9 月 9 日
付に「此日着沼ノ一周年ニ当ル」とあることから、
高橋が日清貿易研究所で学ぶために上海に渡った
のは 1890 年 9 月 9 日と確認できる。帰国したの
は日清戦争の最中である。 1894 年 7 月の開戦後、































5 青木箭（ 1865 ～？）。現在の福岡県久留米市に生まれる。 1880 年県立久留米中学校（現明善高等学校）入学、 1890 年 9 月
上海に渡り久留米市の学費半額補助をうけて日清貿易研究所に入学、 1893 年 6 月卒業。日清戦争では通訳官として従軍、講
和後は台湾総督府に勤務する。日露戦争時も通訳として従軍している。 1906 年宏文学院（弘文学院）支那学生監督、 1908 年
から 1928 年 3 月まで東亜同文書院教授を務めた。 1933 年 6 月満洲図総務庁嘱託兼法制局嘱託、勝任三等となる（以上『統
対支回顧録』下巻、 463 ～ 473 頁参照）。著書に『支那時文類編』（東亜同文書院、 1918 年 4 月、 1928 年 3 月）、『現代支那
尺胸教科脅全』（東亜同文書院、 1924 年 5 月。ただし愛知大学東亜同文書院大学記念センター所蔵の出版時期不明の同名曹に
は「第二学年間村正文、大正十年第二学年二学期より」という書き込みがあり、 1921 年時点ですでに刊行されていたようで
ある。）がある。
6 『続対支回顧録』下巻、 467 ～ 468 頁。
7 松岡恭一、 111 口界編『沿革史』（上海：東亜同文書院学友会、 1908 年 6 月、下編 97 頁。以下、『沿革史』と略す）に基づ
く。就職時期jに関しては、本文引用の『統対支回顧録』は 1902 年 IO 月としている。この相違について推測するに、これ以前
に教職歴のなかった高橋は 1902 年 IO 月にまず寮監として就職し、 1903 年 5 月 15 日より教授職を兼任するようになったの
ではないか。
8 商橋正二編『北京官話声音譜』上海：東亜阿文書・院、 1905 年序。
9 『華諮翠編』。東亜同文書院での中国語教育のために校内で編まれた中国語教科書。 l 年生用の初集がはじめに刊行され、段
階的に各学年毎向けに二集から四集までが刊行された。初集 (1916 年初版〔1914 年凡例〕）、二集（ 1925 年初版）、三集
(1925 年初版）、四集（ 1933 年初版）。
10 拙文「東ill!同文書院の中国語教材：『華語草編』以前について」（『中医121 』 Vol.32、愛知大学現代中国学会、 2009 年 12 月）
を参照のこと。
II 荒尾精（ 1859 ～ 1896）。尾張藩士義済の子として生まれる。陸軍教導団砲兵科、陸軍士官学校歩兵科（旧 5 期）卒。 1886
～ 1889 年にかけて参謀本部から中国に派遣され情報収集、調査活動に就く。後に日清貿易研究所を設立した。台湾で急逝。
12 『沿革史』（上編第二章 30 ～ 31 頁）を参照のこと。
13 日清貿易研究所の卒業者人数については、『沿革史』（上編第 l 草 23 頁）は 77 名、『東亜同文書院大学史』（酒友会 1955 年、
7 頁）、大学史編纂委員会編 r東亜同文書院大学史』（沼友会、 1982 年 5 月、 35 頁）は卒業整数を 89 名としている。
14 白岩龍平（ 1870 ～ 1942）岡山県英問郡の荒牧大明神（讃甘神社）の神宮の三男として生まれる。小学校、漢学塾を経て上
京、荒尾精の門人となり日清貿易研究所に学ぶ。日清戦争時には通訳官として従軍、講和後は中国で大東新利洋行（後に大東
汽船）、湖南汽船を起こし、後に日消汽船取締役として中国通の実業家として活躍した。彼については、中村義 r白岩龍平日
















































15 向野堅一（ 1868 ～ 1931）。現在の補｜瑚県直方市に生まれる。県立尋常中学修猷館（現修猷館高等学校）を経て日清貿易研
究所に入学。日消戦争では通訳官となり諜報活動にも従事した。講和後は台湾総督府勤務を経て奉天（現癌陽）で茂林洋行や
正隆銀行を設立するなど実業家として活服した。参考文献として、斎藤太郎「『骨肉』：大正期家庭教育をうかがわせる手づく
り雑誌」（＆＂桜花学園大学人文学部紀要』第 l l 号、 2009 年 3 月）、同「 1917 （大正 7）年向野兄弟の朝鮮・満州旅行：『骨肉r
大正則家庭教育をうかがわせる手づくり締結（2）」（『桜花学園大学人文学部紀要』第 12 号、 2010 年 9 月）をあげる。
16 鳥居素川 (1867 ～ 1928）。熊本に生まれる。済々錯、独逸協会専門学校、日清貿易研究所に学ぷ。大阪朝日新聞編集局長
として活服した。
17 日消貿易研究所所長代理根津ーは束im同文会幹事長・東亜同文書院院長、同研究所評議員・舎監宗方小太郎（『沿革史』上
編 14 頁）は同会漢口支部主任・同院監督（r沿革史』下編 96 頁）、同研究所教員御幡雅文は同院講師、同研究所学生である背
木喬や高橋正二は同院教授、同じく学生であった白岩龍平は開会幹部（後に理事長）となっている。
18 東亜同文書院の学校史である『沿革史』、『東亜同文書院大学史』（沼友会、 1955 年）、大学史編纂委員会編 r東亜同文書院
大学史』（沼友会、 1982 年）はすべて日消貿易研究所に紙幅を割lき前身校として位置づけている。




上海歴史研究所所蔵資料を紹介した大虫浩秋「上海歴史所所蔵宗方小太郎資料について J (r人文学研究所報』 No.37、神奈川
大学人文学研究所、 2004 年 4 月）、「宗方小太郎日記、明治 22 ～ 25 年」（同 No.39、 2006 年 3 月）、『宗方小太郎日記、明治
26 ～ 29 年J （同 No.41 、 2008 年 3 月）がある。
20 「沿革史編纂ニ就テ」 r沿革史』 4 頁。










『在清見聞録』全 5 巻 5 冊
1890 年から 1893 年までの高橋正二によ
る諸記録。
『日誌第二』全 l 冊
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22 科学研究費成果報告書「日本近代史料情報機関設立の具体化に関する研究」（基盤研究（B) (I ）、平成 l l ・ 12 年度、代表
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広東｜ 三七、四四五、O四九 ｜鹿門｜ -0、二O六、八O五

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































幹部 少佐ー 軍医小監ー 法教師一 \\ \\ （モーソン氏）
隊別／組別 大尉 中尉 『＼＼ 下士兵卒 合計
A隊 一 一 \~\ 五三 五六一
B隊 一 一 \~\ 四八 五一一
C 隊 一 四九 五O
騎兵 大尉ー 中尉ー 軍医ー 下士兵卒 計二八二五











経名 経組 総長ノ名 噸数 砲数 所属悶
アルライアンズ コルベット フィヅマツコレー 一．三七五 六 英悶
ピーコック ガンポート イングラン 七五O iL. 、 英国
レッドポール 全 エフダプリュー 八O五 i且、- 全プリーマン
ツライラシフワシト 甲鉄 デーユルニエリール 四．五00 一一- 仏国
ペラヅコー 巡洋艦 西班尼張図
ヴィルラルス 全 フー子シス 二．四00 一五 仏国








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































漉豊 洋銀 七百五十万元 I II 
仏蘭回 II 千六百万元 I II 
阿加利 上海銀ー百万両 I II 
日昇昌 I 七十万両 II II 
志成信 II －百万両 II II 
三和源 I 五十万両 ’i 興仁里
新康厚 I 二十五万両 I 選青里
立大 上海銀十万両 英租界泰記街
元姓 II 五十六万両 I I) 
公大 II 十五万両 I 済陽里
有利 英貨 七十五万醗 I 揚子江路

















































































軍事片録祖 錨J:11箆毘 毛織物毎反 金属阻毎t’
牛韮 E宇東禍 ＋凡岡穴
盤底門 門鍋 三何百組墨m付貨九銭車一 企土 金.I: 全上
舗鯛 従信 三分五 全上 企土
寛繊手 t章旗厘鍋 ＝斤入片包ー鎗 企土 全土 全土
GI.此等他方＝侵チハ骨組J貨物＝岡ー槌盈flitハ従価aヲ霞ス/1,'f .／ナり
天捧 思鋼 十七伺 四分二且 四分 三鶴三分
栄文門 :iEl! 主十六回 ニ飽








績ロ 縫金 三万四千文 主十八文 三百十六文 ユ百九十二文
~t何口 企 A乎百六十文 百ニ十X 二百二十文 百七＋文
岳倒 企 三万O四百文 百十文 九百四＋宜 ＝百九十文
九江
洋提硯 ー第三十阿
厘金 七千文 三分 金上 企上
島石州 全 四千六百廿豆文 三十品主 八＋七支
梅窓州 金 園田三分


















上海貨掃局 回分九庖 蛍健三分 ’E銭四分
周太鍾廟IR局 七十主文 九百文 鼠百文
換糧蝿t開店 七＋文 三百五＋文 ー百文
B州珊地綱局 五＋文 六百文 ー百文
四匹漉 1宇寵鯛t事広鏑 三十四回 ー百文 三健三分 五銭
~門宇 七十六文 三百穴of-玄 回首主＋文
竹山地 三of-A文 百八＋文 四百五＋文
曹焔 七十六支 二百汽of-文 ー干八百文
百興 三＋八支 百A十文 ー千八百宜
穆誕 Ill＋ー両国鎗
凪金 ＋九何＝銭
価州 路島1匿金 主同京倶 七両
官行費 ー岡田範囲分







水ロ 企 草分回庫穴 四銭ニrm 六銭三分
竹崎閑畿 図書t 二分三組 五銭七恩五














東関 関健 三分－.s ー銀三分AIJ 一銭七分
偲州府 店金 六分ー厘 ー銭一分 ー銭五分
ノ、各地一様ナラズ只其舟主文ハ貸主ヨリ税吏ニ向
テ贈ル所ノ賄賂ノ多少ニ依リ之ヲ変更スルヲ得ル
ノミ而シテ其貨ヲ載セザル船ト雄ドモ厘局ノ所在
ヲ通過スレパ噸数ヲ払ハザ、ルベカラズトス厘金局
ノ、概シテ水陸ノ要地ニ設置スルノミナラズ有モ商
業ノ行ハル、所ノ河、江ニ沿へル各村港ニモ亦之ヲ
設ケ此所ニ於テハ途中支払フベキ厘税ノ外別ニ陸
上税金ヲ徴収スト云フ
右ノ如ク厘金局ノ数移多ニシテ税金ノ程度定マ
ラザルニヨリ商民ヨリ徴収スル所ノ高ハ実ニ非常
ノ巨額二上ルベシト云フ外ナシト雄ドモ其国庫ニ
入ル所ノモノハ全収額ノ三割乃至四割ニ過ギズ其
飴ノ七割乃至六割ハ皆之ヲ取扱フ所ノ官吏ノ私ス
ル所トナルト云フ蓋シ一方ニ於テ商民ハ賄賂ヲ使
フテ以テ厘金税ヲ免ル、モノ多キト同時ニ他ノ一
方ニ於テ或ハ損金シテ厘局ノ官吏トナリ或ハ期限
ヲ定メテ厘局ヲ貸借シ以テ商民ヲ虐取シ而シテ各
省督撫ニ至テモ実ヲ以テ政府ニ報セズ或ハ収入高
百両アルモノヲ五十両ト報ジ甚ダシキハ三十両ト
報ズルモノ往々之レアルノミナラズ其属僚官吏も
亦逓次不実ヲ以テ上ニ報シ転々虚伝シテ以テ其間
ニ私利ヲ謀ルヲ常トセリ
2.11 半税
清国内地ニ於テ厘金ノ外半税ナルモノアリ半税
トハ英語ニテ「トランジットヂユ」ト称シ直訳ス
レパ通過税ト云ベキモノナリ彼ノ清商ガ内地ニ於
テ貨物ヲ運搬スルノ際及ピ其途中ニ於テ納ムル所
ノモノハ即チ所謂厘税ニシテ通過税ニハアラズ外
国商ガ外国ヨリ貨物ヲ清国ノ或ル港ニ輸入シ更ニ
内地ノー市場ニ転運セシト要スルトキハ輸入正税
ヲ払ヒタル上別ニ其正税ノ半額ヲ納メ分運単（ト
ランジットパス）ヲ受領シ之ヲ其貨物ト共ニ運送
スレパ途中幾多ノ厘金局アルモ皆免税通過スルヲ
得此半税ノ、元ト外国商ガ条約上ニ於テ清圏内地通
商上ニ関シー特典ヲ得タルモノニシテ清商ニハ適
応スベキモノニアラザリシガ近来清商ノ、外人ノ名
義ヲ籍リテ此分運単ヲ受領シ固ヨリ内地ノ厘税ヲ
免ル、ノ弊アリ例へパ漢口ニ於テ外商ヨリ外国貨
物ヲ買取リ之ヲ内地ニ送ラントスルトキハ清人必
ズ其分運単ノ有無ヲ問ヒ若シ之レアルトキハ之ヲ
貰ヒ受ケ途中ノ厘金ヲ免ジ甚ダシキハ其貨物ト符
合セザル分運単ヲ以テ途中厘金ヲ免ル、コトアリ
蓋シ清園内地ノ厘金局官吏ハ大抵洋字ヲ知ラザ、ル
故清人ガ之レハ此貨物ノ分運単ナリト云ヘバ夫レ
ニテ事ヲ済スヲ以テナリ
又此通過税ハ其字義ノ指示スルガ如ク関局ヲ通
過スル貨物ニ課税スルモノニシテ内商ノ貨物ニモ
之ヲ課スル場合アリ例へバ内商ガ貨物ヲ外国輸出
セントスルニ当リ若シ其貨物漢口ヲ経テ上海ニ至
ルトキハ先ヅ漢口税関ニ於テ輸出正税ヲ払ヒ又更
ニ正税ノ半税ヲ納メ之ニ対スル戻税券ヲ領収シ上
海ニ向テ之ヲ運送ス若シ上海ニ於テ之ヲ外国ニ輸
出セズシテ清国内ニテ消費スルトキハ其半税ノ、之
ガ払戻ヲ請求スルヲ得ズ此場合ニ於テ通過税変ジ
テ厘税トナルカす日シ
2.12 支那ノ銀行
支那ニテハ銀行条例ノ如キ完全ナル法律アリテ
其営業ヲ規定スルニ非ズト雌ドモ習慣ノ久シキ自
ラ一定ノ律ヲナシテ各自能ク之ヲ守リ頗ル見ルベ
キモノアリ是レ其習慣律ニ従ノ、ザ、ルトキハ世間ノ
信用ヲ得ズ随テ営業繁盛セザルニ由ルナリ而シテ
上海及其他各地ノ銀行其習慣ヲ異ニセザルニアラ
ザレドモ大抵相同ジキヲ以テ北京ニ在ル銀行ノ状
況ヲ記シテ其概梗ヲ知ラシム銀行ヲ総称シテ銀舗
ト云フ其資本富裕ニシテ取引ノ広キ大店ヲ銀号
（国立銀行ニ等シキモノ）ト呼ビ中等ヲ銭車子又
ハ姻銭舗（私立銀行ニ等シキモノ）ト呼ビ其最モ
小ニシテ招牌ヲ掲ゲ、ザ、ル店ヲ母銭舗ト云フ其銀行
ヲ閲店セントスルトキハ現在営行スル所ノ同業者
ニシテ未ダ曽テ他ノ銀行ノ開店ヲ保証セザル四ケ
ノ銀行ヲ保証人トシテ其屋号及銀主株主頭取支配
人等ノ貫籍姓名年齢等ヲ記シテ営業願書ヲ其筋ヘ
差出シ許可ヲ得ルコトナルガ近来其出願者非常ニ
多クシテ現在銀行ノ営業ヲ筈シ且ツ確実ナルモノ
高橋正二『在清見聞録』第一、第二
少ナキヲ以テ政府ハ銀行ノ数ヲ定メ定数外ノ開業
ヲ許サぐルガ故ニ倒閉スル銀行アルカ又ハ現在ノ
営業株ヲ譲リ受クルニアラザレパ新タニ開業スル
コト能ハザ、ルナリ資本ハーケ富者ガ支出シテ銀主
トナルコトアリ文親属又ハ朋友ヨリ株主ヲ募集ス
ルアリ世間ニ向テ広ク株主ヲ募集スルモノナキニ
アラザレドモ株券ヲ発行シテ随時之ヲ売買スルコ
トナシ通常ノ銀行ニハ頭取支配人各一名番頭手代
数名ノ外ニ徒弟ト称シテ若干ノ丁稚ヲ置ク頭取支
配人ノ如キハ銀主文ハ株主ガ鑑定シテ他ヨリ雇入
レ其業務ヲ委任スルアリ又別ニ飽行市的ト名ヅケ
毎朝相場所ニ赴キ専ラ銀両ノ売買ヲ兼子テ相場ノ
高低ヲ通報スル役員アリ大銀号役員ノ知キハ頭取
支配人トモ二三名ナリテ番頭手代ノ多キハ十徐名
ニ及プモノアリ各自科ヲ分カツテ其業ヲ専任ス徒
弟ハ二三十名ヲ雇使スルアリ而シテ営業上ノ規律
井然トシテ厳格ナルコト欧米各国ノ大商店ニ優レ
リ且ツ約束手形割引手形等ヲ発シテ他ノ商業上ニ
利便ヲ与へ商機ヲ活溌ナラシメ金融ノ円滑ヲ謀ル
等我国々立銀行ノ遠ク及ノ守ザル所ナリ
銭舗普通ノ業務ノ、銀両売買、紙幣発行、為替、
両替トス尤モ大銀行ニ至ツテハ官府ノ用達トナル
等別ニ種々ノ業務ヲ帯ルモノアリ銀両ノ売買所ヲ
銀市ト名ク城内ノ銀行者毎朝此所ニ会シテ随意ニ
銀両ノ売買ス其相場ニ甚ダ高低アリ銀行発行ノ紙
幣ニ銭票、銀票ノ二種アリ即チ銭札（上海ノ銀行
ノ、銭札ヲ発行セズ）ト銀札ニシテ多クハ其銀行所
在ノ地区内一般ノ通用ニ限ル尤モ他ノ州県ト雛ド
モ之ヲ発行スル所ノ銀行ノ支店等ニハ差支ナク通
用ス其需幣ヲ発行セントスルトキハ予メ発行高ニ
応ジテ若干ノ現銭ヲ貯蓄シテ引換ノ準備トセザル
ベカラズト錐ドモ政治法律ヲ以テ之レヲ規定セザ
ルガ故ニ現銭ノ貯蔵ナクシテ妄リニ多額の紙幣ヲ
発行シ大利ヲ得ント欲シテ去11テ世間ノ信用ヲ失ヒ
損失倒閉セルモノ少カラザリシガ前車ノ覆轍ヲ鑑
ミテ自然此ノ如キ銀行者ヲ減ズルニ至レリ且支那
人ハ其創立ノ新旧ニヨリ妄リニ営業ノ確否ヲ判ズ
ルカ。故ニ老舗ナルトキハ仮令其資産欠損スル所ア
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ルモ其店ノ紙幣ヲ信ジテ現銀引換ヲ請求スルモノ
反テ少ナク携櫛不使ノ銀塊ヲ持来リ紙幣ニ代スル
ガ故其紙幣ノ普ク民間ニ流通シ為ニ一層ノ信用ヲ
増シ随テ収ムル所ノ利益多ク遂ニ能ク安全ノ位地
ヲ保テリ倒閉セザルヲ得ルモノ亦少ナカラズ只福
州｜ノ銀行ノ、大店ニシテ往々倒閉スルモノアリーノ
大店倒閉スルトキハ数ケノ小店将恭倒シニナリ損
失ヲ民間ニ波及スルコト砂カラズ是レ現銀ノ準備
ナクシテ妄リニ多額ノ紙幣ヲ発行スルニヨルモノ
ナリ銀両ヲ地方ヨリ北京ニ送リ北京ヨリ地方ニ送
ルニ為替ヲ組ムハ陸免庄（為銭店）ノ業務ナルガ
銀行ニ於テモ此業ヲ兼務ス為替ノ組方手続ノ、我国
ニ於ケルト異ナルナキモ為替料ノ、道路ノ遠近ニヨ
リテ差アリ両替ハ免換舗ノ業務ナルガ北京ニテハ
銭舗又ハ陸免庄ニ於テ兼務スルヲ以テ別ニ免換専
業ノ店ナシ岡換法モ亦我国ト同様ナリ只銀両ノ価
格各地其制ヲ異ニスルヲ以テ為替両換共其趣ノ異
ナルモノアリ大銭舗ノ普通業務ノ外ニ政府ノ用ヲ
遥ス所ノ重ナルモノハ国庫金立換（年一割乃至一
割六分ノ利息）家屋税ノ取立及ビ雑税ノ取次（相
当ノ手数料アリ）等ナリ又別ニ官民ノ預ケ金ヲ領
シテ之ヲ運転シ地方新任官ノ旅費ヲ代弁（利息ヲ
受ケズ）シテ報酬ヲ得ル等枚挙ニ遼アラズ
2.13 支那銀行ノ起原及現状
支那銀行ノ起原ハ支那好古家ト雌ドモ之ヲ知ラ
ズ但両換、預金、貸金ノ三者ハ殆ンド貨幣鋳造ト
同生ノモノタルヤ必セリ往時ニ在リヲ皇帝ガ利子
ヲ取リテ金銭ヲ臣民ニ貸付ケシコトアリ周歴史ニ
ヨルニ銭局ヲ設ケ官吏四名ヲ以テ之ヲ監督指揮セ
シム該官吏ハ物品税金ヲ領受シ又金銭ヲ民衆ニ貸
付シ其利息ヲ取立ツルノ代リトシテ民衆ヲ労役ニ
就カシメ其年ノ終リニ至リ元金ヲ返還セシメタリ
此奇異ナル銭局ハ又売鎗シ難キ物品ヲ買取リ之ヲ
倉庫ニ蓄蔵シ其寅入レタル代価ヲ以テ売却シ得ベ
キ時ヲ待ツ文祖先ヲ祭ルガ為メ供用ノ器具ヲ十日
ノ期限ニテ貸付シ喪服ヲ一ヶ月ノ期限ニテ貸付セ
リ然レドモ皆其損料ヲ取立テズll佐毎年終リニ至リ
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其餓有資金ヲ皇帝ニ納メシニ過ギズ漢武帝（紀元
前百四十一年ヨリ同七十九年ニ至ル）ノ、利子ヲ取
リテ金ヲ貸スノ職ヲ二名ノ官吏ニ委セリ此外皇帝
ガ金ヲ貸セシ例支那歴史ニ二ツアリ其ーハ王葬ガ
臣民ニ最小ノ金ヲ貸シ一ヶ月毎ニ三分ノ利子ヲ取
リシコトアリ王葬ノ、商賀トナリ又銀行者トナリ物
価廉ナルトキハ之ヲ買ヒ物価高キトキハ之ヲ売レ
リ其言ニ日ク古人ノ先例ニ倣フナリト又他ノ一例
ノ、紀元千O六十八年ヨリ同八十五年ニ至ルノ間ニ
於テ宋ノ皇帝銀行業ヲ取リシコトアリ当時皇帝ハ
半年ヲ期シ銭千文ヲ臣民ニ貸シ期限ノ終リニ二千
文ヲ要求セリ又穀物ヲ貸シ更ニ高利ヲ取立テリ然
レドモ人民ヨリ政府ニ貸金スルノコトハ未ダ行ハ
レザリシナリ前漢ノ時有名ナル銀行者アリ其名ヲ
弘羊ト云フ弘羊ノ、有鈴者ヨリ金ヲ預リ而シテ之ヲ
足ラザル者ニ貸付シ以テ手数料ヲ取レリ蓋シ弘羊
ノ、銀行・業ヲ創始シタルモノナリ然レドモ此銀行業
ノ、恐クハ封建ノ制度廃シテ後ニ行ハレタルモノナ
ラン支那銀行ノ歴史夫レ此ノ如ク明了ナラズト居住
ドモ要スルニ上ノ、政府ノ便ヲ図リ下ハ人民ヲ利ヲ
図ンガ為メ銭局ノ如キ制ヲ建テタルニ基因シテ今
日ノ銀行制度ヲ創立スルニ至レルモノナリ
今上海銀行会館ノ起原ヲ尋スルニ道光年間ヨリ
久シク経テ後起生シタルモノニアラズシテ上海港
関市ノ時ニ始マリタルガ如シ道光及成豊年間ニ於
テハ銀行事業ヲ行フベキ規則ヲ制定セシガ爾後其
銀行創立者ノ精神ト相異ナル所ノ銀行ノ数愈増加
シテ銀行事業却テ停滞不動ノ域ニ陥リ至善ノ規則
モ実際ニ行ハレズシテ現今ニ至リ銀行者者中十ノ
八九ハ閉店スルヲ見タリ於是乎銀行者ハ謂へラク
夫レ樹木ノ繁茂ナラシコトヲ欲セパ必ズ其根ヲ培
養セザルベカラズ今ヤ銀行事業ノ停滞不動此ノ如
ク夫レ甚ダシ蓋シ其根本タル規則ノ時勢ニ適応セ
ザ、ルニ由ルナラン今ノ時ニ当リ宜シク更ニ善良ナ
ル規則ヲ再定シ以テ銀行業ノ繁栄ヲ計ルベシト乃
チ会議ヲ閲キテ十等ノ規則ヲ改正シ新ニ規則ヲ立
テタリ今其大要ヲ左ニ摘録ス
2.13.1 現金証券ノ手数料
上海通用銀銭ヲ領収シ又ハ之ヲ支払フニ於テハ
決シテ欺編ノ所為アルベカラズ広東福建四川及漢
口ノ物品並ニ鵜片ノ商頁及ビ其他一般ノ商人若シ
外国商人ヨリ小切手ヲ受取リ之ヲ会館銀行ニ差出
ストキハ一千両ニ付半両（日本ノ七十銭飴ニ当ル）
ノ手数料ヲ払フベシ蓋シ此規則ハ新ニ規定シタル
モノニシテ其理由トスル所ヲ按ズルニ該小切手ハ
一覧後正銀ヲ以テ支払ハザ、ルベカラズ而シテ銀塊
ヲ得ルニハ多少ノ費用ヲ請セザ、ルヲ得ズ殊ニ商業
不景気ノ時ハ最モ然ルモノニシテ且ツ可数ノ金高
ニ於テハ損耗アルヲ免レズト云フニ在ルガ如シ此
レト同一ノ理由ヲ以テ寧波、紹興、杭州及ビ蘇州
ニ向テ正銀ヲ支払フベキ証券千両ニ付三銭（我十
銭七厘）ノ手数料ヲ取リ又嘉興、再州、福州、揚
子江各港及山東直隷ニ向テ発出スル小切手ニモ同
額ノ手数料ヲ課ス
2.13.2 利息ノ事
新規則ハ従来上海ノ銀行間ニ行ハレタル厳高利
即チ千両十日間ノ利息十弗ヲ要スルノ習慣ヲ制止
セリ預リ金ニ対スル利息ハ銀行ニ於テ之レヲ使用
セザルトキハ梢低ク而シテ其支払フベキ利息ノ商
並ニ借主ヨリ取立ツベキ額ノ、毎月五日ヲ以テ銀行
ヨリ公告スルモノニシテ此金高ノ、総テ会館会議ヲ
以テ之ヲ定メ毎月末ニ於テ預ケ主ニ勘定ヲナスモ
ノトス上海ノ利息割合ハ十五日ヲ以テ之ヲ公告シ
五日ヲ以テ公告スルモノハ他ノ諸港ニ適用スルモ
ノニ係ル茶及ピ糸ノ前金ノ利息ハ一日半両ノ割合
ヲ以テ之ヲ取立テ勘定ハ毎月末ニ於テ之ヲ送ルベ
シ両換所間ノ取引ニ於テ其会館銀行ノ利息ハ各々
之ヲ定ムルト雄ドモ大抵千両ニ付二銭トス此等両
換所ハ侠西ノー大銀行ノ代理店ニシテ此大銀行ハ
支那諸地方ニ資金ヲ送遺スルモ上海銀行会館ト関
係セズ
2.14 福州領事館莫大小試売ノ景況
莫大小類ノ、従前輸入シ来タリシモノニ比スレパ
高橋正二『在清見聞録』第一、第二
改良進歩ノ点少ナカラズ以テ大ニ好評ヲ得タリ依
テ此際一方ニハ尚改良ヲ勤メ一方ニハ深ク粗造ヲ
誠シメ以テ盛ニ輸入スルニ至レパ将来木綿織物類
ト共ニ一廉ノ貿易品トナルヤ疑フベカラズ但莫大
小ノ内ニテズボン下ハ需要者甚ダ少シ肌着十枚ニ
ズボン下一枚ノ割合ニテ輸入セパ可ナラシ杏下類
ハ色物ヨリモ矢張リ純白ノモノヲ好良トス最モ白
十打ニ色物一打ノ割合ナレパ先行可ナルベキモ概
シテ沓下ノ、売行悪シ蓋シ支那ノ沓ノ、西洋沓ト異ナ
リ沓下ヲ大半ハ見ハスモノナレパ莫大小沓下ニテ
ノ、甚タゃ械ラシク見ユルトテ嫌悪スル故白沓下ナラ
パ矢張純白ナラデ、ハ売口ナシ「サルマタ」ハ勿論
当地方ノ支那人ニテ用ナキナリ依テ莫大小ニテハ
第一肌着ノ輸入緊要ナリトス
明治廿四年八月 日調
2.15 由来水
上海ノ、井戸ナキヲ以テ居留ノ人民ハ真赤ニ濁リ
タル河水ヲ汲ミ之レヲ澄シテ飲料ニ供セシガ開港
場トナリシ以来外人中ニ水道ヲ設ケテ飲料及ピ使
用ノ水ヲ得ント企テ英国龍動及ピ上海ニ於テ其資
金ヲ募集シテ其工事ニ着手シ満二ヶ年ニシテ凌切
シ明治十八年ニ給水ノ業ヲ始メタリ之ヲ自来水ト
名ケ県城ノ東北美租界ノ東端揚樹浦ニ在リ混濁セ
ル浦江ノ水ヲ先ヅ蓄水池ニ導キ充分ニ汚泥ヲ沈殿
セシメ後之ヲ他ノ池ニ導キ涯水盤ニ移シ能ク櫨澄
シテ之ヲ送水井ニ充タシメ夫レヨリ地中ノ大管水
道ヲ通シテ英租界中ニ設ケタル貯水楼ニ送ル皆汽
力ニ由テ之ヲ為ス其貯水楼ニ送ル所ノ水量ハ毎時
十万ガロン（我二千五百石）ナリト貯水楼ハ本局
ヲ距ルコト三哩ニシテ其地平ヨリ高キコト百二十
九尺常ニ貯フ所ノ水量十五万ガロン（我三千七百
五十石）ナリト此楼ヨリ地中ヲ通シテ三組界内縦
横ニ大小ノ鉄管ヲ導キ毎戸ニ給水ス二階三階ノ楼
上ニモ噴機ヲ備へ水ヲ得ルコト容易ナリ此他路傍
各処ニ噴機ヲ備へ常ニハ之ヲ鎖シ置キ火災消防及
ビ道路撒水ノ用ニ供ス初メ此業ヲ起スニ際シ従来
河水ヲ汲取リテ之ヲ需用者ニ売ルヲ業トセシ者及
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ビ其水ヲ運搬シテ生計ヲ営ミシ賎民ノ、自己ノ営業
ヲ失ハスコトヲ憂ヒ其起業ヲ妨害セント企テンガ
本局ハ之ヲ諭シ給水者ト約ヲ結ビ従来ノ運搬夫ヲ
シテ路傍ノ噴機ヨリ清水ヲ汲取リ之ヲ需用者ニ供
給スルコトヲ許セシヲ以テ其場所ト時トヲ定メ路
傍ノ噴機ヲ閲クヲ給水者ノ汲取ルニ任ス是レ支那
人ノ家ハ大抵水管噴機ヲ備へズ此給水ヲ需要スル
ニヨルナリ而シテ本局ノ給水ヲ仰グ居留人ガ本局
ニ向テ支出スル給水費ノ、通常一戸ニ付噴機二ケ所
ニテ洋銀二弗トシ業務ニヨリ格外ニ多量ノ水ヲ使
用スハ家ニハ別段ノ費用ヲ課スル定メナリ此自来
水ノ設ケアリテヨリ以来上海居留ノ人民汚濁不潔
ノ河水ヲ漉［？塵］澄シテ飲料ニ供スルノ不便ヲ
免レシノミナラズ健康上莫大小ノ稗益ヲ得テ居常
非常ノ愉快ヲ感ジ夏季流行病ノ蔓延ヲ防圧スルノ
功砂トセズ
2.16 鵜片
支那人ノ鵜片姻ヲ噌ムコト甚ダシク実ニ言語ニ
絶セリ各地到ル処其姻ニ咽ノ、ザ、ルハナシ市街各処
ニ姻館アリ公姻等ノ招鴨ヲ掲グ老若男女日夜出入
雑沓ヲ極ム河岸ニ一大楼船ヲ浮ベテ吃姻ノ客ヲ延
クアリ茶館酒楼ニモ必ズ吃姻ノ室ヲ設ク其姻毒ノ
身体ヲ害シ生命ヲ損スヲ知ルト錐ドモ一朝其味ヲ
得テハ自ラ禁ズ、ルコト能ハズ今日ニ於テハ官民一
般ニ之ヲ以テ欠クベカラザ、ルノ要具トナルモノ、
如ク為メニ財産ヲ務尽スルモノアルコト猶女色ニ
惑溺シテ自ラ覚ラザルニ同ジ故ニ年々印度ヨリ輸
入スル鵜片ノ多額ナルコト驚クニ徐リアリ近年山
西、四川等ノ諸省ニ之ヲ橋種シテ多ク製造スルニ
至レリト云フ支那全国ノ人民遂ニ此畑毒中ニ在リ
テ呼吸スルノ惨状見ルベキナリ
2.17 支那人ノ衣服
支那人ノ衣服ハ貴賎ニ依リ精粗ノ別アレドモ其
式様ノ、一定シテ我国ノ洋服、袴羽織、着流、兵児
帯、半纏股引等ノ如ク区々ナルコトナシ上等ノ人
ハ鍛子、橋子、綾、繭綱紋縮緬ノ類ニシテ重ニ斯
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江ノ産ヲ用ヒ山東河南四川等ノ産ハ粗ナリトシ之
ヲ用ヒズ中等ノモノハ其組ナル椴子、綾、及ピ絹
ノ類ヲ用ヒ半ノて綿布ヲ用ユ下等ノ、総テ綿布ニシテ
本国産ヲ用ヒシガ価ノ廉ナルヨリ近来舶来ノ金巾
ヲ用ユルモノ多シ夏ノ、一般ニ麻布ヲ用ユ上等ノ麻
布ハ其価絹ヨリモ質シ北地ノ人民ハ冬季皆護衣ヲ
着ス装衣ニハ種々ノ制限アリテ狼リニ着スルヲ得
ズ即チ紹ノ袋衣ハ一二品ノ官ニアラザレパ用ユル
ヲ得ズ三品官ノ寸頁ノミニ之ヲ用ユルヲ許スト云フ
ガ如シ紹、瀬、黒猫、銀鼠等ノ皮ノ、上等品ニシテ
長毛ノ羊皮之ニ次グ中等以下一般ノ、老羊ノ皮ヲ用
ヒ舶来ノ羅紗類ヲ衣服ニ周ユルハ厳禁ナリ下等ノ
賎民ニ至テハ鑑綴織カニ肢体ヲ蔽ヒ大抵沓ヲ着ケ
ズ婦女ノ服装ハ概シテ華麗ヲ好ミ其盛装ニ至テハ
繍飾ニ巧ヲ費シー領数日金ヲ値スルアリ中等ノ、椴
子、綾等ノ色彩鮮腿ナルモノヲ選ブ下等ハ綿布ノ
ミ通常一般ノ服色ノ、背藍紺ヲ多シトス
2.18 支那人ノ飲食
支那人ノ食物ノ、一般ニ鳥獣ノ肉ヲ主トシ総テ油
濃キヲ好ム豚ノ肉ハ其常食ト云フヲ可ナルモノナ
リ我国ニ於テハ淡白ヲ旨トスル汁物ノ中ニモ必ズ
脂ノ豚ヲ調和スルコト我国ニ於テ鰹節ヲ用ユルニ
同ジ中等以上ノ人ハ食事ニシテ一汁一菜ナド云フ
組末ノ膳部ヲ周ユルコトナシ多キハ八種少ナキモ
五六種ニ下ラズ沿海等ノ盛傑ニ至テハ所謂山海ノ
珍味ヲ排列シ数十種ニ及ブモノアリ一般ノ食事ノ、
一日二回ニシテ朝ハ十時晩ハ四時ナリ朝ノ食ハ肉
類多クシテ晩ノ食ハ少シク淡白ナルヲ常トス米ハ
四五年ヲ経タル古米ヲ貴ブト雛ドモ近年貯蓄米少
キヲ以テ多クハ一年半位ノモノヲ需要ス食事ノ時
ノ、概子酒ヲ用ユ酒ニ数積アリ大抵一ヶ月ニ二回ヲ
期シテ種々ノ馳走ヲ作リ家内一同打寄リテ飲食ス
商家ノ如キハ毎月福ノ神ヲ祭ル為メ此会食ヲナス
此外毎日朝ハ八時昼ハ一時ニ点心ト称シテ鰻頭ノ
類ヲ食シ茶又ハ蓮子湯人参湯ノ類ヲ飲ム下等ノ賎
民ハ雲泥ノ相違ニシテ市街ニ住スルモノニテモー
飯ー菜ニ過ギズ、菜ニ肉ヲ用ユルコト少ナシ時トシ
テハ麺ヲ食シ飯ト菜トヲ廃スルアリ其他ノ、雑穀ヲ
以テ製スル鰻頭ヲ常食トス農民ハ米ト麹トヲトヲ
食フコト能ハズ況ンヤ肉類ヲヤ高梁、豆、粟ノ如
キ雑穀ヲ常食トス又一碗ノ雑穀ニ飢ヲ凌ギ水ヲ飲
ミテ安ンズルアリ常ニ雑炊ヲ畷リ得ルハ尚ホ可ナ
リ街頭ノ人力車夫ノ知キ労力者ノ、定リタル常食ナ
ク一日ハ甘藷ヲ食シ一日ハ飽鈍ヲ食ヒ又時トシテ
ノ、大道売ノ豆腐ヲ食ヒテ尚能ク稼グハ感心ノ外ナ
キナリ
2.19 支那人ノ家屋
支那ニ於ケル上等ノ家屋ノ構造ハ一種ノ煉瓦ヲ
畳ミ上ゲテ四壁トシ中等ノ、皆板ヲ用ヒ下等ハ麗又
ハ藁（北地ニテハ高梁ノ稗）ニテ下地ヲ作リ之ニ
泥ヲ塗ル屋根モ亦然リ海浜河岸ノ賎民ハ南北共概
子舟乗ト漁業ヲ以テ生計トナスガ故ニ家族一同舟
ヲ家トシテ生涯其中ニ寝食シ陸上ニ家ヲ有セザ、ル
モノ多ク婦女モ能ク揖櫓ヲ扱ヒ男子ニ異ナルコト
ナシ家ノ間取りハ大抵三関連接シテ左右ニ一間
ヅ、ノ小閥アリテ凹字形ヲナス中関ハ客堂ニシテ
其左右ハ書斎等ニ用ヒ小附ノ、家族ノ屑屋庖厨トス
上等ハ二階建（北京近傍ニテ二階建少ナシ）ニテ
棟数モ多ク中等以下ハ平屋ニシテ関数随テ少ナク
下等ニ至テハ対客ノ間寝室、台所共一間限リノモ
ノアリ中等以上ノ家ニ於テハ大抵床ノ下ノ一方ニ
窓ヲ開キ箇ノ如クシテ火ヲ焚キ其姻ト暖気トヲ床
下一円ニ通スル様ニシ座敷ヲ暖メ寒気ヲ防グノ装
置アリ但シ南方温暖ノ地ニハ之ヲ用ヒズ座敷ノ中
央ニハ低キ机ヲ据へ前後左右ニ椅子ヲ置テ主客ノ
席ヲ分チ四壁ニハ書画ノ l隔物ヲ掛ケ並べ側ラノ机
上ニ茶器ノ類ヲ排列ス貧富ニヨリテ其器什ニ精粗
ノ異ナルアリト錐ドモ之ヲ安排シテ座敷ヲ修飾ス
ルハ皆一般ノ習俗ナリ其上等社会ニ至テハ椅子、
卓子、書架、及ビ寝台ヲ紫檀、黒祖、香i樟等ノ佐
木ヲ以テ製シ之ニ精巧美廉ナル彫刻ヲ施スアリ下
等社会ニ於テモ常ニ椅子、卓子、寝台ヲ用ユルト
難ドモ雑木又ハ竹藤ニテ製セルモノナリ其賎民ノ
如キハ豚小屋ノ知キ家ニ住ミ地上ニ起臥シテ夜具
高橋正二『在清見聞録』第一、第二
ナキモノ少ナカラズ
2.20 支郡人ノ性質
支那人ハ一般ニ旧ヲ守リ新ヲ嫌ヒ利ニ走リ銭ヲ
尊ビ虚勢ヲ張リテ狐疑ノ念深ク能ク残ヲ忍ビ刻ニ
耐ユ之レヲ細説スレパ政府既ニ旧例ヲ重ニシ止ム
ヲ得ザル事情ニ迫ラル、ノ外ハ祖宗ノ制ヲ変更ス
ルコトヲ誠ル故ニ一朝新奇ノ事業ヲ起スコトアル
トキハ朝野共ニ驚キ物議沸騰スルニ至ル近来諸外
国ヲ交通告訴ク頻繁ニ赴キ外国新奇ノ智識ト物産ト
ヲ輸入セルヨリ或ル部分ノ人民ノ、梢同化ノ意ナキ
ニアラズト雄ドモ一般守旧ノ情勢ニ制セラレテ勝
踏スルノ有様アリ衣服飲食其式様ヲーニシ冠婚葬
祭固ク古例ヲ守リ不体裁ニシテ邪魔ナルヲ覚ユル
モ国憲ヲ奉ジテ男子ハ芥子坊主ニ弁子ノ尻尾ヲ重
ジ難儀ニシテ不便ナルヲ厭フト雌ドモ習俗ニ遵フ
テ女子ハ足首ヲ摺子木ニスル纏足ヲ施スガ如ク総
テ祖先ヨリノ仕来リヲ変更セズ又利ニ走ルニ種々
アリ中等以上ノ或ル部分ニ在テハ名教ヲ重ンジ礼
譲ヲ講ジ志操頗ル高尚ナルモノナキニアラザレド
モ其青年輩ガ学問スルハ概子政府ノ官吏トナル目
的ナリ然ラザレパ偏屈儒者トナリ古書ノ学問考証
ニ脳力ヲ費シ又ハ詩文書画ニ耽リテ自ラ高シトシ
人モ亦其高節ト風流トヲ賛称スルノ弊アリ是等ノ
輩ータピ官吏トナルニ及ンデハ儒教ノ廉正ハ消失
シ偏ニ賄賂ヲ食リテ飽クコトナク公務ヲ顧ミズシ
テ専ラ下民ヲ虐クルヲ常トスル其就官ノ望ミナキ
モノハ商買トナリー捜千金ヲ得ント顧ミテ廉恥ヲ
忘レ詐偽百出狭猪ヲ以テ其業ヲ経事スルニ至ル斯
ノ如キ輩ノ、概子常ニ大言ヲ吐キ表面ヲ飾リ世ノ信
用ヲ得ンコトヲ勉ムルカ守故他人モ亦其類カト疑ヒ
着実有力ノ外国商ニ対シテ容易ニ信用ヲ置カザル
ヲ以テ通商上頗ル困難ヲ覚エ尤モ純粋ノ商人ニシ
テ資力アルモノ、内ニ正実純良ニシテ商業上利便
ノ習慣ヲ利殖スルノ道ヲ知ラザルモノ多シ是レ一
旦得タル所ノ宝ヲ失フノ虞アランコトヲ恐ル、ノ
疑心湧キシタルモノニテ百般ノ経済上細カニ心ヲ
用ユルコト我国人ノ想像モ及パザル所ヨリ即チ市
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上ニ於テ物品ヲ売買スルニ或ル数品ヲ除ク外ノ、総
テ権衡ヲ用ヒ必ズ其重量ヲ権リ然ル後ニ取引スル
ガ如キハ我国人ガ目分量ヲ以テ商品ノ代価ヲ定メ
出納不平均ヲ生ズルコト皇アルノ類ニアラザルナ
リー匝ノ摺附木ヲ買フニモ必ズ其匝ヲ閲キ其数ヲ
算ヘテ三四本ノ多少ヲ争フガ如キ我国人ハ之ヲ見
テ愚トナスベシ又物ヲ買フニ一度其物ヲ見テ意ニ
適フモ即座ニ之ヲ買取ラズ其日ハ家ニ帰リ時宜ニ
ヨリテハ家族又ハ朋友ニ相談シ或ノ汁也店ニ至リ其
相場ヲ岡高Lシタル後買フベシト決スルトキハ再ピ
元ノ店ニ赴キ直切ルガ上ニモ直切リテ初メテ買取
ルヲ常トス故ニ支那人ニ向テ商売ヲ試ミタル我国
商人中多クハ彼ノ悠々不断ニ対シ眠気ヲ催フシ辛
抱出来ズ遂ニ半途ニシテ其目的ヲ更メ欧米商ニ向
テ取引スルニ至ルモノ多シ文一般ノ人民年来圧制
政府ノ下ニ生息シテ苛酷ナル官吏ノ扱ニ慣レ更ニ
苦痛ヲ感ゼザ、ルモノ、ゴトシ去レパ他国人ヨリ時
ニ少ノ虐待ヲ受クルモ銭口口口ナレバ自国ノ官吏
二重税及ビ賄賂ヲ取ラレテ虐待セラル、ヨリ利益
アリトノ考ヲ以テ禽獣ノ如ク取扱ノ、ル、モ能ク忍
ンデ辛抱スルハ不開化野蛮ノ致ス所ナルノミナラ
ズ支那人ニハ別ニ斯様ナル一種ノ性質ヲ特有スル
コト明ナリ
2.21 税関
支那国固有ノ税関ヲ内関又ハ常関ト名ク内国ノ
税関ニシテ欽定大清会典ニ凡ソ天下水陸術会舟車
ノ i幅駿スル所商館ノ緊集スル所官ヲ設ケ予ヲ置キ
其治禁ヲ掌ドリ以テ行旅ヲ安ンジ以テ貨賄ヲ通シ
愛ニ之ガ税ヲ繋ゲ以テ調幾ヲ使シ以テ国家ノ経費
ヲ佑クトアリ是レ政府ガ関ヲ設ケ税ヲ課スル所以
ニシテ乾隆十八年ノ調べニ拠ルニ全国中四十二ケ
処ノ関門アリテ其収税ノ額四百三十二万四千00
五両飴ナリ而シテ各税関ノ徴収ノ、予メ其入額ヲ定
メ其主任官ニ放任ス故ニ入税額ノ定額ヨリ不足ス
ルトキハ主任官等之ヲ賠償シ若シ徐裕アルトキハ
主任官等之ヲ己レノ嚢中ニ収ム故ニ入税多額ナル
税関ニ赴任スル官吏ノ、任期中（一ヶ年）非常ニ巨
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額ノ役得アリ間ク両江総督劉坤ーガ某税関長ヲ代
理スルコト僅ニ五六ヶ月ニシテ嚢中更ニ十数万両
ノ銀子ヲ加ヘ福建ノ桐玉棟ノ、某海関ノ書記ヲ勤ム
ルコト数年ナラズシテ巨万ノ寓ヲ致セリト又入税
常ニ定額ヨリ少ナキ税関ノ官吏ハ予テ其賠償ヲ免
ル、為メ種々ノ好編ヲ運ラシ上ヲ欺キ下ヲ虐ゲ亦
若干ノ徐剰ヲ其嚢中ニ収ムルコトヲ得ルト云ブ乾
隆十八年各関税ノ徴収額ヲ規定セル後商頁ノ往来
漸ク増加シ随テ入税額モ増加セルヨリ各官ノ収税
額ヲ改定シ其税ヲ分テ正税徐盈ノ二目トシ大ニ其
収額ヲ増加セリ同治四年ノ校訂全国関税総額ニヨ
ルニ乾隆十八年ニ規定セル入税額ヨリ八万一千二
百徐両ヲ増加セリ
又外国ニ通商ヲ准セル各開港場ニ在ル税関ヲ新
関又ハ洋関ト云フ道光年中鵜片ノ乱後ニ引統キ戚
豊年間ニ開設セルモノニシテ海外輸出入ノ貿易品
ニ課税スル所ナリ其事務ハ専ラ英国人ノ処弁ニ任
ズ是レ支那政府ガ英国ト取結ビタル通商善後章程
ノ第十条ニヨルモノナリ而シテ各新関ニハ一切日
本人ヲ使用スベカラズト其窓蓋シ日本人ニシテ一
朝支那ノ税務ニ通暁スルトキハ其給料ノ廉ナルハ
勿論同文同族ノ国民ナルヲ以テ自ラ支那政府ニ処
用セラレ給料貴クシテ常ニ忌憎セラル、己等ガ自
国ノ通商上ニ至大ノ利便ヲ与へ得ベキ此要地ヲ永
ク占ムルコト能ハザルノ憂アルト云フニアルガ如
シ亦以テ英国ガ東洋貿易スル所ノ通商章程ニ与シ
海関税則ニ準ジテ徴収スルモノナレバ旧関ノ如キ
悪弊ノ少ナシト雛ドモ通関ノ際賄賂ノ厚薄ニ由テ
便否ノ差アリト云フ
2.22 支那米附塩
支那ハ全国到ル処米ヲ産セザルノ地ナシ但各国
省地味ノ異ナルアリテ其収穫ノ割合同ジカラズ二
三省ノ如キハ省内ノ需要ニ供給シテ常飴アリト雌
ドモ全国ヲ通算スルトキハ平年ニシテ全国人民ノ
需要ニ不足アルモノ、如シ故ニ米ヲ海外ニ輸出ス
ルハ国禁ナリ政府ノ、厳令ヲ下シテ貢米ヲ除クノ外
ノ、各省濫リニ米穀ヲ省外ニ搬出スルヲ許サズ若シ
省外ニ搬出スルノ必要アルトキハ其筋ノ允許ヲ得
テ税銀ヲ納メザ、ルベカラズ又政府ニ於テ豊凶等ノ
事故ニ由リ申省ノ米ヲ乙省ニ供給スルヲ必要ト認
ムルトキハ特例ヲ発シテ無税搬出ヲ許ス故ニ若シ
支那米ヲ買入レテ我日本ニ輸送セント欲セパ先ヅ
両国政府ノ協議ヲ経テ許可ヲ得ザ、ルベカラザ、ルナ
リ而シテ陸続我国ニ輸入スル南京米ト称スルモノ
ハ右禁例外ニ属スル安南地方ノ産米ナリ
各省中江蘇、安徽、 j折江、江西ノ四省ノ如キハ
地味米ニ適シ其産額毎年省内ノ需要ニ供シテ徐リ
アルガ故ニ産額僅少ナル直隷、広東、福建等ノ各
省其供給ヲ仰グ
上海市場ニ売買スル米ハ其種類多シト雛ドモ江
蘇、漸江、安徽三省ノ産ナリ而シテ江蘇米常ニ其
最ヲ占ム年々上海ニ輸入スル額ハ精査スルコト能
ノ、ザ、ルモ其概略ヲ算スルニ一ヶ年ノ輸入総額凡我
二百万石ニシテ内江蘇米一百五十万石漸江四十万
石安徽米十万石ノ割ナリ
安徽米ハ重ニ蕪湖ヨリ諸方へ輸出ス其額年々六
十万石ニ下ラズ其内凡ソ十万石ハ天津又ハ揚子江
ノ諸港ニ輸送シ上海ヘ輸入セルモノハ再ビ広東福
建等ノ各省へ転送シ上海ニ於テハ殆ンド消費セザ
ルナリ其米質ハ江蘇米ニ及パズ、ト ffi{E ドモ価格廉ナ
ルヲ以テ広ク販路ヲ承知ノ市上ニ得タルモノニシ
テ其上等品モ其質我秋田米ニ及パズ燕湖市上最近
ノ相場ヲ閥クニ一石（支那量凡我六斗ナリ）ニ付
上等二弗三十五仙中等二弗二十仙下等二弗O五仙
ナリ我国ニ輸送シテ販売ノ望アルハ此米ノ右ニ出
ルモノナシ
漸江米ハ嘉－興府、紹興府、湖州府、杭州府等ニ
産スル額最モ多ク年々醸酒ニ費ス所ノ額モ亦少ナ
カラズ其上海ニ輸送スルモノ凡我四十万石ニシテ
其中十五万石ハ貢米トシテ北京ニ転送シ上海ノ市
場ニ上ルモノ凡二十五万石ニシテ此内凡ソ五万石
ハ上海ニ於テ消費シ残リ十五万石ハ天津ヘ五万石
ノ、福建へ転送スル割合ナリ米質ノ、江蘇米ニ劣ラザ
ルモノアルモ上海ノ市場ニ上ルモノハ重ニ下等品
ニシテ其上等品ハ貢米トシテ北京へ転送スルヲ常
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江蘇米ハ上海市場ノ売買米ト云フテ可ナリ蘇州
府、松江府、太倉州等ヨリ年々上海へ輸入スル額
凡我百五十万石ニ上ル其内三十万石ヲ上海ニ於テ
消費シ二十万石ヲ貢米トシテ北京へ転送シ三十万
石ヲ広束、油頭地方へ五十万石ヲ天津へ十五万石
ヲ福州度門へ五万石ヲ牛荘芝宋へ輸送スル割ナリ
米質支那全国中第一トスル所ニシテ我国ノ上米ニ
ノ、及パザ、ルモ越中米ニハ匹敵スベシ支那米作ノ豊
凶ハ江蘇省ノ作石作ヲ以テ卜スル程ニシテ江蘇米
ノ、支那全国ノ物価ヲ左右スル権ノ重ナル部分ヲ有
スルモノト云フベシ江蘇米ノ、文別ニ天津、旅JI頂、
広東等へ向ケ鎮江ヨリモ輸出ス其額一定セズト錐
ドモ少クモ八万石ニ下ラザルベシ支那政府ノ、内地
ヨリ南京ヲ通過スル支那船ニ厘税ヲ課スルヲ以テ
鎖江港ヨリ米穀ノ輸出漸ク減少セシガ近々其課税
ヲ全廃スベシトノ説アリ果シテ然ルトキハ此港ヨ
リ輸出再ビ増加スルニ至ルヤ疑ナシ
上海ニ於テ各種白米ノ相場ハ支那量一石ニ付江
蘇米上四弗四十仙、中四弗二十仙、下三弗七十仙、
漸江米上四弗十仙下二弗九十仙安徽米上三弗五十
仙下三弗二十仙ナリ
上海ニ於テ売買スル米ノ、重ニ白米ニシテ玄米ノ
取引ハ甚ダ少ナシ内地ノ問屋ハ上海へ取引店ヲ設
ケ置キ古形ノ帆前船ニテ輸送スルアリ又荷主自ラ
其船ニ乗組テ来航シ船上ヲ店トシテ売却スルアリ
上海ノ問屋ハ其数多シト雌ドモ其重ナルモノヲ挙
グレパ’宝泰、裕昌、和承等ニシテ何レモ土着ノ旧
家ナリ此外専ラ他省へ輸出シ従事スルモノアリ即
チ広東油頭へハ岡昌和同泰原安福州慶門へハ啓
昌、昭興、福裕南、天津へは恰順昌、義昌永、仁
茂和等ニシテ是等ノ、皆上海ノ問屋ヨリ買入ル、ヲ
常トスト維ドモ往々内地ヨリ来港スル荷主ト直取
引スルモノアリ又広東へ輸送ノ米ハ重ニ安徽米ナ
ルヲ以テ広東ノ米商ハ安徽米輸出港ナル蕪湖ヘ手
代ヲ派シテ買入ル、モアリ是レ上海ニ於テ安徽米
ノ取引至テ僅少ナルニヨルナリ然レドモ上海ニ於
テ最モ多ク江蘇米ヲ取扱フハ広東人トス右等輸出
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商ガ米穀ヲ寅入ル、ニ仲買ヲ用ユルコトアリト雄
ドモ多クハ直売買ナリ又売買ノ仕組ミハ重ニ現米
ニシテ限月約定ハ甚タゃ稀ナリ相場ノ、重ニ白米ヲ以
テ立ツ内地ヨリ船積スル所ノ米穀ノ、総テ俵ニ入レ
ズ上海ニ於テ受ケ波シタルトキ袋二詰メルヲ常ト
ス代価ハ升目一石ヲ以テ定ム之ヲ他港へ輸送スル
トキハ袋ノマ、斤量ヲ計リ而シテ之ヲ升目ニ直ス
其割合ハ米質ニヨリ差異アリト雛ドモ支那量一石
ハ司馬秤凡ー百五十斤（我斤量ト大差ナシ）ニ当
yレ
前述ノ各種白米ノ相場ハ正味ノ価ニシテ袋代ノ、
其外トス然レドモ若シ麻袋入ノ俵取引スルトキハ
其風袋ヲ除カズ悉皆ノ斤量ヨリ升目ヲ算出シテ袋
ト共ニ其米ノ相場ヲ以テ受渡シスルコトアリ若シ
新ニ袋二詰ムルコトヲ望ムトキハ其袋井ニ縄代ト
手間料ヲ払ノ、ザ、ルベカラズ其代料席袋ナレバ我三
斗入一個凡八仙麻袋ナレパ我六斗入一個十五六仙
ヨリ二十六七仙ナリトス
支那米ノ性質価格及ビ売買ノ概略斯クノ如クナ
ルヲ以テ之ヲ我国ニ輸出スルトキハ利益アルベシ
ト錐ドモ如何セン前ニモ述ベタル如ク支那政府ノ、
産米ヲ一切外国ヘ輸出スルヲ厳禁セルカ守故ニ政府
ニ談判シテ一時其禁令ヲ解除セシムルニアラザレ
パ行フ能ハザ、ルナリ然ルニ本港等ヨリ往々支那米
ヲ我国ニ持出スモノアルハ船員等ノ食料トシテ積
込メル徐剰又ハ狭猫ノ水夫等ガ窃ニ積ミ去ルモノ
ニシテ元ヨリ多量ニアラズ而シテ近年我国ニ輸入
スル支那米ト称スルモノハ前ニモ記セシ如ク右制
禁外ニ属スル安南地方ノ産米ニテ多クハ支那各省
ノ産米ヨリ劣等ノ品ナリ此劣等品ニシテ尚需要ア
リトセパ支那ノ産米殊ニ江蘇米安徽米ノ如キヲ輸
送シタランニハ需要甚ダ多カルベシ支那ハ米穀ノ
産出豊鏡ナルモ民生日用必須ノ食塩ニ乏シク且ツ
製塩及其販売共政府ノ専業ニ属シ其閲種々ノ弊害
アリテ既ニ高価ナル塩ヲシテ倍々高価ナラシメ細
民ニ至テハ塩ヲ賞グ、コト珠玉ノ如クナリ然ルニ我
国ハ製塩頗ル盛ニシテ産塩地方ニ於テ周年全力ヲ
尽シテ製出スルトキハ供給ニ徐リアリテ自然其価
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格ヲ低減スルノ恐アルヨリ其製造ノ時期ヲ制限シ
テ其価格ヲ保タシムル有様ナレパ盛ニ之ヲ製出シ
テ支那ニ輸出シ廉価ヲ以テ内地ノ需要者ニ供給シ
日コト我国ニ必要ヲ感ズル米ヲ輸入セリ即チ有無
相通スル貿易ノ本旨ニ適ヒ両国ノ便益口…口大ア
ランカ米ノ輸出塩ノ輸入共支那政府ノ禁ズル所ナ
レバ両国ノ政府談判ヲ遂ゲテ更ニ一条ノ約ヲ結プ
ニアラザ、シパ限前ニ掬スベキ両国ノ利益ヲ挙ルコ
ト能ハザルナリ
明治廿四年八月
コンブラド2.23 賑房
支那ニ商店ヲ閲キ其貨物ヲ広ク販売セント欲ス
ルニ当リ支那ノ事情ニ暗ク市場ノ現状ニ適セズ自
ラ駆引スルコト能ハザルモノハ勿論能ク支那ノ情
況ニ通ジ支那商人ノ信用ヲ得テ自ラ駆引スルコト
ヲ得ルモノト雌ドモ支那ノ賎房ナルモノヲ用ヒ営
業スルトキハ其便益砂カラズ、故ニ欧米各国ノ商人
ニシテ商事ニ老練ナルモノモ此賑房ヲ用ヒテ其業
安定拡張ヲ計レリ支那ニ商店ヲ開クニハ賑房ヲ雇
フコト実ニ必要ナリトス而シテ其賑房ト称スルモ
ノハ富有ニシテ商事ニ老練ナル支那人（広東人最
モ多シ）ガ営ム所ノ一種ノ業ニシテ其約定ニ由テ
三十両以上百両以下ノ月給ヲ得テ雇ノ、ル、所ノ商
店ノ品物ヲ自ラ引受ケテ之ヲ売捌キ其売上金高ノ
一分乃至二分ノ口銭ヲ収ム又物品ヲ買入ル、トキ
ハ其売主ノ方ヨリ定メノ口銭ヲ得ルガ故ニ店主ヨ
リ口銭ヲ受取ラズ恰モ仲買人ノ如キ性質ヲ帯ブル
ト雌ドモ其仲買人ト異ナル所ハ其商店内ニ自ラー
ノ帳場ヲ設ケ日夜其商店ニ出入シテ売買一切ノ事
務ヲ処理スルコト外人ニ対シテハ恰モ其商店ノ主
権者ノ如ク所謂其商品ヲ委託セラレタル一手販売
者ニシテ斯ク取引一切ノ責任ヲ負フガ為メ初メ信
認金トシテ或ハ数千両或ノ、数万両（此金ニ対シ店
主ノ年一割以下ノ利子ヲ払フ）其店ニ相当スル金
ヲ差入レテ不正ノ事ヲ行ノ、ザルヲ保証スルモノナ
リ去レパ賎房ノ、少シモ徐分ノ利益ヲ得ント欲シテ
頗ル勉強奔走シ店ノ利益ヲ計リ取引ノ繁簡ニ従ヒ
JJUニ白ラ給料ヲ出シテ数名ノ手代即チ帳付ケ金改
メ及ビ小使ヲ使役シ帳場一切ノ費用ヲ負担シ売買
ノ繁昌ヲ期シ其売捌キシタル物品ノ代価ヲ取集メ
テ之ヲ店主ニ交付シ若シ其代金ノ延滞又ハ不払ノ
事アルトキハ賎房其責ニ任ジ自ラ之ヲ償フノミナ
ラズ取引上ノ行違ヨリ訴訟ニ及ブコトアルモ決シ
テ店主ヲ労セズ賎房自ラ其衡ニ当リ人事上ヨリ生
ズル売買ノ損失ハ決シテ店主ノ損失トナサズ
斯クノ如ク巨額ノ信認金ヲ出ス程ノ資産モアリ
斯ク商事ニモ熟練セルモノニシテーケ独立ノ商業
ヲ営マズ仮令一切ノ取引ヲ任ジ其商店ノ主権者ノ
如クナルモ他ノ雇人トナリテ働クヲ怪シムモノモ
アランガ雇人トハ云へ売買一切ノ委任ヲ受ケ肇モ
権利ヲ束縛セラル、コトナク前ニモ云フガ知ク身
元金ヲ出シタル一種ノ委託販売者ナレパ収益ハ独
立ノ営業ヨリ幾分カ減ズ、ルモ商品仕入方ノ労モナ
ク又売残品ヲ損ズルノ憂ナキヲ以テ支那人ハ至極
都合ヨキ営業トナシテ之ニ従事スルコトヲ好ム
其雇期限ノ、最初双方其人トナリヲ知ラザル間ハ
先ヅ六ヶ月乃至一ヶ年ヲ限リ約定ス其互ニ信用ス
ルニ及ンデハ凡ソ三年ヲ限リ不都合ナケレパ尚三
ヶ年ノ雇統キヲナス限ニ引統キ十五六年間一商店
ノ賎房ヲ勤ムルモノ少カラズ
賎房ノ性質斯ノ如クナレパ我国商人ニシテ支那
ニ商店ヲ開クモノハ必ズ之ヲ雇入レザルベカラズ
賎房タラント欲スル支那人ハ土地ノ勝手ニモ明ル
ク諸物価ノ高低ニモ通ジ、某品ハ何処ニ需要アリ某
氏ハ正直ニシテ富ムガ故ニ商品ヲ送ルモ代価ノ滞
ル憂ナシナド云へル事情ニモ熟シ物品ニ応ジ、タル
売買ノ季節ト各地人民ノ I者好トヲ知ルガ故ニ店主
ノ、仮令自ラ馳行スルコト能ハザルモ商品ノ売行キ
円滑ナルヲ得テ百事便利ナルベシ但販房トナルベ
キ支那人総テ実直ナルヲ保スル能ハズ又商業ニヨ
リ不慣ナル人物ナキニアラネノて若シ誤テ不正直ナ
ル奴ヲ麗入レ又ハ不慣ナル者ニ出会フ店主ノ不利
益砂カラズ故ニ其地ニ久シク在留シテ事情ニ明ル
キ人ニ依頼シ正直ニシテ商事ニ熟練ナル賎房ヲ雇
入レ随分意ヲ用ヒテ之ヲ箆絡セザ、ルベカラズ此他
高橋正二『在清見聞録』第一、第二
賎房ニシテ店主ヲ信用セザルトキハ信認金ヲ出サ
ズ月給ト口銭ヲ受ケテ働クモアリ文口銭ノ歩合ヲ
多クシ月給ヲ受ケズシテ働クモアリ総テ店主ノ信
用ト便宜トニ由ルモノナリ
2.24 噸税
噸税ハ支那ニテハ船紗ト称シ日清通商章程第十
七歎ノ明文ニ由テ取立ルモノニシテ清国ノ開港場
ニ入着スル日本商船ノ納ムベキ噸税ハ百五十噸以
上ノ船ハー噸ニ付銀四銭其以下ノ船ノ、ー噸ニ付銀
一銭トス而シテ之ヲ納ルトキハ海関ヨリ四ヶ月期
限ノ手形ヲ渡シ其期限内ノ、清国何レノ開港場へ出
入リスルモ再ピ噸税ヲ納ムルニ及パズ其期限満ツ
レパ又更ニ定メノ噸税ヲ納ムベシ総テ入港ノ船舶
ニシテ積荷ヲ陸揚セズシテ二日以内ニ出港スルト
キハ噸税ヲ納ムルニ及ノtズト雌ドモ二日ヲ越ユレ
パ定メ通リ納メザルヲ得ズ但シ此外ニ雑費等ヲ払
フコトナシ日本ノ開港場ヘ出入リスル清国ノ船ノ、
噸税ヲ払ハズ税関へ手数料トシテ入港ニ十五弗出
港ニ七弗ヲ納ムルノ定ナリ
今仮リニ五百噸ノ船ヲ清国ノ開港場ニ入レルト
スルトキハ此噸税海関銀二百両ヲ払フ而シテ一ヶ
年出入セントスルニハ都合六百弗ヲ払ノ、ザ、ルヲ得
ズ海関銀一両ノ相場ヲ我一円四十五銭トスルトキ
ノ、此一ヶ年ノ噸税金八百七十円トナル随分少カラ
ザ、ル金高ナリ故ニ清国トノ貿易ニ従事スル船舶ハ
四ヶ月間ニ数回又ハ年中断へズ往復スルモノニア
ラザレパ経済上自ラ積荷ノ運賃ニ大ナル影響ヲ及
ボス故往復ノ度ヲ計リタル上ナラデ、ハ船舶ヲ送ル
ベカラザル事ナリトス
明治廿四年九月 日
2.25 北支那ノ糧穀
天津及ピ北京地方ノ支那人ハ麦ヲ以テ常食トス
ルガ故ニ其産出多シト雌ドモ時トシテ不足ヲ感ズ
コトアリ其節ハ河南省ヨリノ供給ヲ仰グヲ常トス
又他地方ノ如ク蕎麦ヲ食スルモノ稀ナルガ故ニ穀
物店ハ多ク之ヲ備へズ其価ハ麦ニ比シテ甚タ9廉ナ
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アハリ小米ノ＼山東ヨリ輸入スレドモ其額多カラズ白米
ハ総テ上海ヨリ積来ル北地ノ人民ハ貧賎貧富ヲ論
セズ日常ノ食料麦ヲ除クノ外ノ、重ニ白米ヲ食シ小
米ヲ用ユルモノナシ是レ白米ノ価ノ小米ヨリ廉ナ
ルニ図ル只山東ヨリ移住セル人民ハ白米ヨリ不廉
ナルモ小米ヲ常食トス是レ従来ノ習慣ニヨルト雄
ドモ亦山東人ハ多ク力役ヲ業トスルカ守故ニ食事ヲ
自ラ組悪ニシテ満腹スルヲ要スルモノナラン某人
ノ話ニ小米ハ白米ヨリ腹ニ入テ槌へガアルト蓋シ
消化ノ遅クシテ長ク満腹ノ感アルヲ云フモノナル
ベシ又時アリテ江南地方ヨリ麦ヲ輸入スルアリ南
方ノ地ノ、麦ヲ産スルコト少ナシト雌ドモ亦之ヲ食
スルモノ少キヲ以テ其徐剰ヲ輸送スルモノナリ而
シテ北地ハ多ク麦ヲ産シ時トシテハ多額ノ徐剰ア
ルモ未ダ嘗テ之ヲ南地ニ輸送セシヲ閲カズ紅糠
（ー名高梁）ハ重ニ醸酒用ニ充テ其一分ヲ貧民ノ
食料トス玉米（ー名棒子）モ亦貧民ノ食料ナリ之
ヲ以テ醸セル酒アレドモ味甚ダ美ナラズ豆ニ数種
アリ元豆（黄色）緑豆、江豆、黒豆（貧民ドモノ
食料又ハ豆腐ノ材料）白豆（菓子製造ニ用ユ）宛
豆、青豆、等ノ名アレドモ黄青ノ二種ヲ重ナルモ
ノトス其用途甚ダ広シ満州地方ニテハ之ヲ以テ豆
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餅ヲ作リ南方ニ送リ販売シテ利ヲ得ルコト多シ南
方ノ水田多クハ此豆餅ヲ肥料トスルニ由ル此豆餅
ヲ作ル時多量ノ液汁ヲ製ス之ヲ豆油ト云フ満州、｜ノ
農家ノ、皆此豆油ヲ以テ日々ノ料理及ビ夜々ノ点灯
ニ周ユ此頃天津ニ於テモ香油中ニ此豆油ヲ混和シ
猶香油ト冒称シテ販売スルモノアリ亦豆腐ヲ作リ
醤油及ビ醤ヲ製スルニハ多ク此種ノ豆ノ傷ツケル
モノヲ用ユ芝麻ノ、香油ヲ造リ又菓子ヲ製ス
直隷省ニ於ケル姻地ニハ春季ニ多ク麦ヲ種ヘ夏
季ニ多ク紅線ヲ植ユ蓋シ紅椴ハ耕作甚ダ容易ニシ
テ又水早ノ害ニ感ズルコト少ナキガ故ナリ豆類ハ
皆麦ヲ刈リタル跡ニ植付クルモノナレドモ毎ニ水
害ニ遭ヒ易キヲ以テ概子高地ヲ撰プ此外落花生紅
薯鮎高梁、結小米、等ヲ植エルモアリ水田ニハ稲
ヲ種ルト雄ドモ北地ハ元来水田乏シク且ツ地味ノ
適セザルヨリ収獲甚ダ少ナク其産米僅ニ一地方人
民ノ飯料ニ充ツル過ギズ高燥ノ地ニハ多ク棉ヲ植
ヘ低湿ノ地ニハ多ク棉麻ヲ植ユ文近年東偏ノ地ニ
於テハ密粟ヲ植へ穂片ヲ製造スル者甚ダ多シ此耕
種ハ労力ヲ費スコト多シト雄ドモ利益莫大ナルヲ
以テ之ヲ耕種スルモノ次第二増加シ今日ノ勢地方
庁モ之ヲ禁ジ難キヲ知テ然許ニ付スルモノ、如シ
